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各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

定 期 巡 回
児 童 相 談

庄原 ２月15日㈭10時～16時 児童福祉課あんしん支援係 広島県北部こども家庭
センターによる相談。
１週間前までに予約。

児童福祉課あんしん支援係
☎0824-73-0051

東城 ２月８日㈭10時～16時 東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

人 権 相 談

庄原 ２月６日㈫・20日㈫
13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 三次人権擁護委員協議会
☎0824-62-2572

西城 ２月８日㈭13時30分～16時 西城自治振興センター

東城 ２月１日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター

高野 ２月13日㈫13時～15時 高野支所

比和 ２月15日㈭13時30分～15時30分 比和自治振興センター

総領 ２月14日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 ２月15日㈭13時～15時30分 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

西城 ２月15日㈭13時30分～15時30分 西城支所 西城支所市民生活係
☎0824-82-2124

口和 ２月16日㈮13時30分～15時30分 口和保健福祉センター 口和支所市民生活係
☎0824-87-2112

高野 ２月13日㈫13時～15時 高野支所 高野支所市民生活係
☎0824-86-2115

比和 ２月15日㈭13時30分～15時30分 比和自治振興センター 比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

総領 ２月14日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
西城 ２月２日㈮13時～16時 西城自治振興センター 広島弁護士会による無

料相談。要予約。
広島弁護士会
☎0120-969-214　総領 ２月16日㈮13時～16時 総領保健福祉センター

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～15時45分

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分

児童福祉課
あんしん支援係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

学 校 で の 体
罰・ ハ ラ ス
メ ン ト 相 談

随時 教育指導課学事係
（各学校でも受け付け）

プライバシーの保護、
秘密保持を徹底しま
す。

教育指導課学事係
☎0824-73-1183

認知症カフェ

庄原 「とんぼ」２月６日㈫・20日㈫
13時30分～15時

庄原ショッピングセンター
ジョイフル２階

相談・ 情報交換
参加費１００円

高齢者福祉課高齢者福祉係
☎0824-73-1165　

西城 「コスモスカフェ」
２月１日㈭13時30分～15時

西城保健福祉センター
（しあわせ館）

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城
「おれんじカフェ・ええ塩

あんばい

梅」
１月23日㈫13時30分～15時

東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

身体障害者　
補装具判定会 聴覚 ２月15日㈭13時～14時 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ 一週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

障害者相談員
定 期 相 談 会

庄原 ２月19日㈪13時～15時 庄原保健福祉センター 知的 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210比和 ２月６日㈫９時30分～12時 比和ふれあいセンター 身体・知的

悩みごと、心配ごと、
お困りごとなど、
お気軽にご相談を

あなたの相談をお受けします
※
日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

母子保健事業　●保健医療課健康推進係　☎0824-73-1255
事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付 １月29日㈪、２月５日㈪・19日㈪
９時～17時 保健医療課 特になし 支所は随時（事前連絡必要）

育児相談 ２月13日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（ＪＲ備後庄原駅舎内） 母子健康手帳 支所でも実施 （詳細はお問い

合わせください）

10周年を地域とともに

グラウンドゴルフで交通安全啓発

ニュースポーツを楽しむ

自然環境の保全を願って

　灰塚ダム10周年記念イベント・11/26

　交通安全推進地域交流グラウンドゴルフ大会・11/23

　比和自治振興区主催のバッゴー大会・11/29

　豊かな森・川・海づくり植樹祭・11/18

「灰塚ダム 10 周年記念イベント～総領の秋まつり
～」が庄原市ふるさとセンター田総で開催され、約
200 人が来場しました。

オープニングでは灰塚ダム関連講演があり、広島県
立総合技術研究所がハイヅカ湖に生息する陸封アユの
保全に向けた研究成果を報告しました。中国放送野球
解説者（元広島東洋カープ選手）の安

あ に や

仁屋宗
そ う は ち

八さんと
フリーアナウンサー桑

く わ ば ら

原しおりさんのトークショーで
は、二人の息の合った軽快なトークで会場は大いに盛
り上がりました。また、比婆荒神神楽の上演では、ダ
ム関連施設「なかつくに公園」の水田で作付けしたも
ち米を加工した祝餅も振る舞われ、来場者は、地域と
ともに灰塚ダム管理運用開始 10 周年を祝いました。

庄原地区交通安全協会口和分会・高野分会・比和分
会が、地域間の交流を深め広域の交通安全推進を図る
ため、初の試みとなる交通安全推進地域交流グラウン
ドゴルフ大会をグリーンサーキット高野で開催しまし
た。

時折小雪が舞う寒い一日でしたが口和・高野・比和
地域から 100 人を超える参加があり、会場ではホー
ルインワンが出る度に歓声が上がっていました。

主催した交通安全協会高野分会の井
い の う え

上清
き よ の り

憲会長は
「この大会が、広域で交通安全の意識を高める機会に
なればうれしい。来年も交通安全の啓発につながる企
画をしたい」と話していました。

比和自治振興センターで、比和自治振興区主催の
バッゴー大会が開催されました。

バッゴーとは、離れた場所にあるボードの穴に目掛
け、ビーンバッグという四角いお手玉のようなものを
投げて得点を競うニュースポーツです。激しい動きが
少なくルールも簡単で、子どもから高齢者まで誰もが
一緒に楽しめます。当日は幅広い年齢層の方が参加。接
戦が繰り広げられ盛り上がりをみせていました。

当日指導していたスタッフは、「町内では一昨年から
定期的にバッゴーの体験会を開催しており、自治振興
センターでは道具の貸し出しも行っているので、もっ
と多くの方にこのスポーツの存在を知って楽しんでも
らいたい」と話していました。

高茂町にある水源林造成事業地で「第12 回豊かな
森・川・海づくり植樹祭」が開催され、口和町の金田自治
会と県内の林業、漁業などの関係者160 人が参加しま
した。

主催の豊かな森・川・海づくり植樹祭実行員会は、広
島県にある豊かな森、豊かな川、豊かな海から形成され
ている多様で美しい自然環境の保全に関心を持っても
らうため植樹活動を行っています。

会場では、参加者全員でヒノキ500 本・ヤマザクラ
20 本を植樹した後、木材を使った工作ができる森林教
室を実施しました。参加者は活動をとおして、森から流
れ出た水が川を経て海に流れていき、水域に生きる生
物の命を育むことなどを学びました。

▲会場を沸かせる桑原しおりさん（左）と安仁屋宗八さん（右）

▲真剣にホールポストを狙う参加者

▲ボードの穴を狙ってビーンバッグを投げる

▲“おじいちゃん”と一緒にヤマザクラを植樹

№12

№10

№11

№9

広報しょうばら／ 2018.1　20 21　2018.1 ／広報しょうばら



お知らせInformation

募　
　

集

催　
　

し

そ  

の  
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ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
タ
in
く
ち
わ

　

雪
を
楽
し
む
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
。
そ
り
す
べ
り
ジ
ャ

ン
プ
大
会
な
ど
で
は
、
景
品
も
用

意
し
て
い
ま
す
。
昼
食
に
は
、
う

ど
ん
、
お
で
ん
、
お
に
ぎ
り
が
、

お
や
つ
タ
イ
ム
に
は
ぜ
ん
ざ
い
が

振
る
舞
わ
れ
ま
す
。

と
き　

１
月
28
日
㈰　

10
時
～

と
こ
ろ　

金
尾
原
元
ス
キ
ー
場

（
口
和
町
宮
内
）

参
加
費　

１
人
２
千
円
（
体
験
料
・

昼
食
代
含
む
）
※
未
就
学
児
無
料

内
容

か
ま
く
ら
作
り
・
雪
だ
る
ま
作
り
・

そ
り
遊
び
・
そ
り
す
べ
り
ジ
ャ
ン

プ
大
会
・
雪
中
宝
さ
が
し
な
ど

問
い
合
わ
せ　

ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
タ

in
く
ち
わ
実
行
委
員
会
事
務
局

（
庄
原
市
観
光
協
会
口
和
支
部
）

☎
０
８
２
４
‐
89
‐
２
３
２
５

雪
合
戦
ひ
ろ
し
ま
２
０
１
８

in
高
野

　

西
日
本
最
大
規
模
の
「
ス
ポ
ー

ツ
雪
合
戦
」。
日
本
雪
合
戦
連
盟

の
公
式
ル
ー
ル
に
則
り
、
１
チ
ー

ム
7
人
の
選
手
が
、
コ
ー
ト
内
の

シ
ェ
ル
タ
ー
に
身
を
隠
し
な
が
ら

相
手
の
選
手
め
が
け
て
雪
球
を
投

げ
る
白
熱
し
た
戦
い
を
繰
り
広
げ

ま
す
。
選
手
だ
け
で
な
く
観
戦
も

楽
し
め
る
大
会
で
す
。

　

２
日
目
に
は
第
１
回
と
な
る

「
し
ょ
う
ば
ら
鍋
‐
１
グ
ラ
ン
プ

リ
in
雪
合
戦
」を
開
催
す
る
ほ
か
、

雪
中
宝
探
し
や
雪
上
バ
ナ
ナ
ボ
ー

ト
乗
船
会
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り

だ
く
さ
ん
。
お
楽
し
み
満
載
の
白

銀
の
世
界
へ
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

と
き　

２
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰

競
技
開
始　

１
日
目　

12
時
45
分

　
　
　
　
　

２
日
目　

９
時
45
分

と
こ
ろ

庄
原
市
高
野
ス
ポ
ー
ツ
広
場

問
い
合
わ
せ

大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
高
野

支
所
地
域
振
興
室
内
）

☎
０
８
２
４
‐
86
‐
２
１
１
３

①
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
居
住
し

て
い
る
人

②
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
認
定
を

受
け
て
い
る
人

③
在
宅
で
介
護
を
必
要
と
す
る
状

態
に
あ
る
人

支
給
額

在
宅
高
齢
者
一
人
に
つ
き
月
額

５
千
円
（
医
療
機
関
や
介
護
保
険

施
設
な
ど
に
月
の
初
日
か
ら
終
わ

り
ま
で
入
院
・
入
所
し
て
い
た
月

は
除
く
）

申
請
期
間

２
月
１
日
㈭
～
21
日
㈬

支
給
時
期

３
月
下
旬
に
、
ご
指
定
の
口
座
へ

振
り
込
み
ま
す
。

在
宅
高
齢
者
家
族
介
護　
　

特
別
慰
労
金

支
給
対
象
者

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
申
請
年

度
の
市
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

で
、
次
の
要
件
全
て
に
該
当
す
る

高
齢
者
と
同
居
し
、
在
宅
で
介
護

し
て
い
る
方
。

【
該
当
要
件
】

　

在
宅
高
齢
者
家
族
介
護
慰
労
金

の
要
件
に
加
え
て
、原
則
１
年
間
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な

か
っ
た
人
。

支
給
額

在
宅
高
齢
者
一
人
に
つ
き
年
額

10
万
円

申
請
お
よ
び
支
給
の
時
期

　募集期間：２月１日（木）～20日（火）
名　称 枠数 規　格 広　告 配布数量など 備　考

広報紙
（平成30年４月号～平成31
年３月号へ掲載する広告）

※
各
月
で
枠
数
変
動
有

①縦45×横173
（mm）

１色 カラー

毎月
約1万6千世帯

■掲載期間は月単位とし、連続３
カ月以上１割、７カ月以上で２割
の広告料を割引
■募集期間終了後も随時受け付け

（掲載は申請の翌々月）
■カラー広告は裏表紙のみ
■応募多数の場合は市内事業者を
優先し先着順

25,000円 50,000円

②縦45×横85
（mm） 15,000円 30,000円

ホームページバナー
（市ホームページのトップ
ページへのバナー広告）

５枠

縦50 ×横150
（ピクセル）
※形式：GIF、JPEG、
　テキストのいずれか
　（アニメーション可）
※容量：５㌔バイト以下

5,000円/月
トップページ
アクセス数
約4万件/月

■掲載は月単位・最長12カ月まで
■応募多数の場合は市内事業者を
優先し先着順

共通封筒
（市の全ての部署が
市民のほか、国・県・
その他行政機関など
へ送付する文書など
に使用する封筒裏面
への広告）

長
形
３
号

１枠

縦60×横100
（mm）

70,000円以上
上記金額を最低価格とし
て申込額の最も高い額を
提示した事業者へ決定

7万枚
広告掲載期間は平成 30 年度中
　（ただし、封筒の在庫限り）
■広告の印刷は単色
　（濃淡のある原稿や写真入りの原
　　稿は不可）
■応募多数の場合は市内事業者を
　優先し申込額の高い順

角
形
２
号

２枠
35,000円以上
上記金額を最低価格とし
て申込額の高い順に２枠
を決定

3万5千枚

納税通知用封筒
（平成30 年度に使用する
納税通知書などの通知用
封筒裏面への広告)

２枠 縦65×横85
（mm）

１枠100,000円以上
上記金額を最低価格とし
て申込額の高い順に２枠
を決定

10万枚

■広告期間は平成 30 年度中
（ただし、封筒の在庫限り）
■広告の印刷は単色
■応募多数の場合は市内事業者を
優先し申込額の高い順

母子手帳
（母子手帳交付時の袋へ同
封する広告）

４枠 Ａ４用紙１枚
（両面印刷可） 5,000円/年 約250人

■配布期間は平成 30 年度中
■応募多数の場合は市内事業者を
優先し先着順

　※市税を滞納している方の広告は掲載できません。
　※その他、公用車など随時広告を募集しています。
　　詳細は市ホームページ（http://www.city.shobara.hiroshima.jp/）をご覧ください。

問い合わせ
　財政課理財係
　☎ 0824-73-1202

平成30年度広告主を募集します

随
時
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

な
か
っ
た
期
間
が
１
年
間
に
達
し

た
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
以
内
に

申
請
）

申
請
に
必
要
な
も
の

①
申
請
書
（
居
宅
介
護
支
援
事
業

者
な
ど
の
確
認
印
が
必
要
）

②
口
座
振
替
依
頼
書
（
す
で
に
提

出
さ
れ
て
い
る
方
は
不
要
）

③
印
鑑

※
①
、
②
は
高
齢
者
福
祉
課
、
各

支
所
地
域
振
興
室
・
市
民
生
活
室
、

市
内
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に

あ
り
ま
す
。

申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係

　

償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人

で
工
場
や
商
店
な
ど
を
経
営
し
て

い
る
方
、
駐
車
場
や
ア
パ
ー
ト
を

貸
し
付
け
て
い
る
方
な
ど
が
、
事

業
の
た
め
に
用
い
る
構
築
物
・
機

械
・
器
具
・
備
品
な
ど
の
事
業
用

資
産
で
す
。
こ
の
償
却
資
産
も
固

定
資
産
税
の
課
税
対
象
に
な
り
ま

す
。

　

対
象
の
償
却
資
産
を
お
持
ち
の

方
は
、
１
月
１
日
現
在
所
有
し
て

い
る
償
却
資
産
の
内
容
（
取
得
年

月
、
取
得
価
額
、
耐
用
年
数
な
ど
）

に
つ
い
て
、
１
月
31
日
㈬
ま
で
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
前
年
ま
で

償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）
の
申
告
を
！

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
６
７

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市

民
生
活
室
（
西
城
支
所
は
、
し
あ

わ
せ
館
内
）

家
畜
を
所
有
し
て
い
る
人
は

県
へ
飼
育
状
況
の
報
告
を
！

　

畜
産
業
に
限
ら
ず
家
畜
を
所
有

し
て
い
る
方
は
、
２
月
１
日
時
点

で
飼
育
し
て
い
る
家
畜
の
頭
羽

数
、
衛
生
管
理
状
況
を
広
島
県
に

報
告
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

報
告
の
対
象
と
な
る
家
畜
は
、

牛
・
水
牛
・
鹿
・
馬
・
羊
・
山
羊
・

豚
・
い
の
し
し
・
鶏
・
そ
の
他
家

ン
・
カ
フ
ェ
・
シ
ョ
ッ
プ
）
の
店

名
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
期
間　

２
月
18
日
㈰
ま
で

応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
応
募
箱
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
・

応
募
箱
は
、
庄
原
市
役
所
本
庁
舎

お
よ
び
各
支
所
、
市
内
道
の
駅
な

ど
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

採
用
特
典　

採
用
さ
れ
た
方
に

は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
ペ
ア
食
事

券
（
１
万
円
分
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

問
い
合
わ
せ

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ピ
ー
ス

ウ
ィ
ン
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン

☎
０
８
４
７
‐
89
‐
０
８
８
５

高
齢
者
の
在
宅
介
護
を　
　

支
援
し
ま
す

　

寝
た
き
り
な
ど
重
度
の
介
護
を

必
要
と
す
る
高
齢
者
を
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
方
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

在
宅
高
齢
者
家
族
介
護　
　

慰
労
金
（
後
期
分
）

支
給
対
象
者

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
要

件
全
て
に
該
当
す
る
高
齢
者
と
、

平
成
29
年
８
月
１
日
～
平
成
30
年

１
月
31
日
の
間
、
同
居
し
在
宅
で

介
護
し
て
い
る
方
。

【
該
当
要
件
】

庄
原
市
ふ
る
さ
と
応
援
団
員

募
集
中
！

　

市
は
、
庄
原
市
外
在
住
の
方
を

対
象
に
、「
庄
原
市
ふ
る
さ
と
応
援

団
」
の
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

庄
原
市
を
応
援
し
て
く
れ
る
方

や
ゆ
か
り
の
あ
る
方
な
ら
誰
で
も

入
団
で
き
、
団
員
は
市
の
Ｐ
Ｒ
や

情
報
発
信
、特
産
品
の
販
売
促
進
、

庄
原
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
へ

の
協
力
と
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
可
能
な
範

囲
で
活
動
し
ま
す
。

　

ま
た
、
団
員
に
は
市
の
情
報
を

定
期
的
に
発
信
す
る
会
報
誌
の
贈

呈
や
市
内
協
賛
店
で
の
割
引
（
団

員
証
の
提
示
が
必
要
）
な
ど
が
受

け
ら
れ
る
特
典
も
あ
り
ま
す
。

　

団
員
登
録
の
申
し
込
み
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
市
外

に
住
む
家
族
や
友
人
な
ど
に
も
積

極
的
に
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

庄
原
市
ふ
る
さ
と
応
援
団
事
務
局

（
商
工
観
光
課
に
ぎ
わ
い
観
光
係
）

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
９

丘
陵
公
園
北
エ
リ
ア
店
舗
の

店
名
募
集
！

　

国
営
備
北
丘
陵
公
園
北
エ
リ
ア

（
里
山
の
駅
庄
原
ふ
ら
り
）
に
、

３
月
24
日
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
予
定
の
総
合
店
舗
（
レ
ス
ト
ラ

に
申
告
し
た
資
産
に
変
更
が
な
い

場
合
や
廃
業
し
た
場
合
も
申
告
が

必
要
で
す
。

太
陽
光
発
電
設
備
も　
　
　
　

申
告
が
必
要
で
す
！

【
申
告
が
必
要
な
も
の
】

▼
法
人
お
よ
び
個
人
事
業
者
が
設

置
し
た
太
陽
光
発
電
設
備

▼
個
人
が
設
置
し
た
発
電
出
力
10

キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
太
陽
光
発
電

設
備

問
い
合
わ
せ

税
務
課
資
産
税
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
４
４
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お知らせInformation

配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？

あなたの不安な気持ちをお話しください。
《家族や友人が心配という方もご相談できます。》

庄原市役所児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-1243　[月～金　９時～ 17 時（年末年始・祝日除く）]

広島県西部
こども家庭センター

☎ 082-254-0391 月～金 10 時～ 17 時
休日夜間☎相談
☎ 082-254-0399

月～金 17 時～ 20 時
土日祝 10 時～ 17 時

広島県北部
こども家庭センター

☎ 0824-63-5181( 代 )
内線 2313 月～金 10 時～ 17 時

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（http://www.bihoku-park.go.jp/）

冬咲きぼたん展
国営備北
丘陵公園
だより

冬咲きぼたん

▲とんど焼き
◀豆餅つき

▼節分料理のおもてなし

冬咲きぼたん展

１月 13 日㈯～２月 25 日㈰開催！
※月曜日（祝日の場合は翌日火曜日）は休園日

「
ご
は
ん
・
お
米
と
わ
た
し
」　　

作
文
・
図
画
広
島
県
コ
ン
ク
ー
ル

●
作
文
の
部

特
選

井
上　
　

晴（
高
野
小
４
年
）

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

作
文
・
標
語
コ
ン
テ
ス
ト

●
作
文　

小
学
生
の
部

広
島
県
更
生
保
護
協
会
理
事
長
賞

大
山
は
る
な（
高
野
小
６
年
）

●
標
語

広
島
県
推
進
委
員
会
委
員
長
賞

高
野　
　

華（
庄
原
中
３
年
）

広
島
県
保
護
司
会
連
合
会
会
長
賞

松
田　

泰
知（
庄
原
中
３
年
）

入
選

和
田　
　

琳（
総
領
中
１
年
）

広
島
県
科
学
賞

特
選（
広
島
テ
レ
ビ
賞
）

「
び
っ
く
り
！
ど
こ
が
ち
が
う

の
？『
た
ん
ぽ
ぽ
』
と『
ぶ
た
な
』」

池
田　

萌
渉（
口
北
小
１
年
）

岩
瀧　
　

令（
口
北
小
１
年
）

長
里　
　

凜（
口
北
小
１
年
）

松
澤　

信
之（
口
北
小
１
年
）

八
谷　

紫
乃（
口
北
小
１
年
）

※「
あ
っ
ぱ
れ
！
庄
原
」
に
該
当

す
る
方
の
情
報
は
、
行
政
管
理
課

広
報
統
計
係（
☎
０
８
２
４
‐
73
‐

１
１
５
９
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！

味み

そ噌
づ
く
り

　

大
豆
の
風
味
豊
か
な
寒
仕

込
み
味
噌
づ
く
り
で
す
。
煮
た

大
豆
を
袋
に
入
れ
て
つ
ぶ
し
、

麹こ
う
じと
塩
を
加
え
て
混
ぜ
合
わ

せ
、
丸
め
て
容
器
へ
投
げ
入
れ

る
作
業
を
体
験
で
き
ま
す
。

と
き　

２
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰

９
時
30
分
～
16
時 

※
受
け
付
け
は
15
時 

ま
で

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里　

上
の
農
家

参
加
費　

一
組
千
円

※
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、
電
話
ま

た
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
ん
ど
焼
き

　

無
病
息
災
を
祈
願
し
て
、
園

内
を
装
飾
し
て
い
た
正
月
飾

り
を
豪
快
に
た
き
上
げ
ま
す
。

先
着
50
人
に
ぜ
ん
ざ
い
と
甘

酒
を
振
る
舞
い
ま
す
。

と
き

１
月
14
日
㈰　

12
時
点
火

と
こ
ろ

つ
ど
い
の
里　

ス
ポ
ー
ツ
広
場

節
分
料
理
の
お
も
て
な
し

　

節
分
に
ち
な
ん
で
、「
い
り
大

豆
」「
こ
ん
に
ゃ
く
料
理
」「
い

わ
し
料
理
」
を
振
る
舞
い
ま
す
。

と
き

１
月
20
日
㈯
～
２
月
12
日（
月
・
祝
）

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里　

さ
と
や
ま
屋
敷

豆
餅
つ
き

　

い
っ
た
黒
豆
の
風
味
が
香

ば
し
い
「
豆
餅
」
を
つ
き
ま

す
。
先
着
１
０
０
人
に
つ
き
た

て
の
お
餅
を
振
る
舞
い
ま
す
。

と
き　

１
月
21
日
㈰
・
28
日
㈰

13
時
～
（
無
く
な
り
次
第
終
了
）

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里　

さ
と
や
ま
屋
敷

冬
咲
き
ぼ
た
ん
展

　

公
園
の
冬
の
風
物
詩
「
冬
咲

き
ぼ
た
ん
展
」
を
開
催
し
ま

す
。
冬
に
咲
く
よ
う
に
特
別
に

育
て
た
ぼ
た
ん
の
鉢
植
え
を

展
示
し
ま
す
。
冬
景
色
に
咲
き

広
が
る
華
や
か
な
彩
り
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ぼ
た
ん
は
、
通
常
は
４

月
～
５
月
に
咲
く
ぼ
た
ん
を
低

温
庫
に
入
れ
て
開
花
時
期
を
調

整
し
、
冬
季
に
開
花
す
る
よ
う

に
育
成
さ
れ
た
も
の
で
、
島
根

県
の
大
根
島
で
生
産
さ
れ
て
い

ま
す
。
展
示
に
際
し
、
冬
囲
い

“
藁わ

ら

の
コ
モ
”
を
か
ぶ
せ
、
風

情
の
あ
る
情
景
を
作
り
出
し
ま

す
。
雪
を
ま
と
っ
た
様
子
は
一

段
と
風
情
が
あ
り
ま
す
。

開
催
期
間

１
月
13
日
㈯
～
２
月
25
日
㈰

※
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌

日
火
曜
日
）
は
休
園
日

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里　

さ
と
や
ま
屋
敷

全
国
大
会

第
44
回
全
日
本
杖
道
大
会

（
10
月
８
日
／
東
京
武
道
館
）

●
七
段
の
部（
組
）

優
勝

小
林　

利
吉（
西
本
町
）

県
大
会

第
14
回
全
国
小
学
生　
　
　

タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
選
手
権
大
会

広
島
県
予
選
大
会

（
12
月
３
日
／
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ウ

エ
ス
ト
広
島
総
合
グ
ラ
ン
ド
）

優
勝

広
島
ワ
イ
ル
ド
ボ
ア
ー
ズ

そ
の
他

毎
日
新
聞
社
青
少
年
読
書

感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

特
選

宮
本　
　

風（
美
古
登
小
４
年
）

き
ん
類
で
す
。

　

飼
養
者
へ
は
広
島
県
北
部
畜
産

事
務
所
か
ら
調
査
表
な
ど
が
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
ご
回

答
く
だ
さ
い
。

　

牛
・
水
牛
・
鹿
・
馬
・
羊
・
山

羊
・
豚
・
い
の
し
し
は
４
月
15
日

ま
で
に
、
鶏
・
そ
の
他
家
き
ん
類

は
６
月
15
日
ま
で
に
報
告
し
て
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
広
島
県
北
部
畜
産
事

務
所
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

新
た
に
対
象
の
家
畜
を
飼
い
始

め
た
場
合
は
、
農
業
振
興
課
ま
た

は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
産
業
建

設
室
へ
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

広
島
県
北
部
畜
産
事
務
所

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
２
０
１
５

農
業
振
興
課
畜
産
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
２
７

声
届
け　

開
け
よ
う
扉　
　

四
島
（
し
ま
）
返
還

　

政
府
は
、毎
年
２
月
７
日
を「
北

方
領
土
の
日
」
と
定
め
、
国
を
挙

げ
て
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
を

進
め
て
い
ま
す
。
私
た
ち
一
人
一

人
の
声
を
結
集
し
、
み
ん
な
で
協

力
し
合
っ
て
北
方
領
土
の
早
期
返

還
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
広
島
県

民
会
議
（
広
島
県
環
境
県
民
局
県

飲
酒
運
転
の

根
絶
！

　

飲
酒
運
転
は
法
律
違
反
行
為

に
該
当
す
る
だ
け
で
な
く
、
ひ

と
た
び
事
故
を
起
こ
せ
ば
、
死

亡
事
故
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

高
い
危
険
な
行
為
で
す
。
平
成

28
年
の
デ
ー
タ
で
は
、
飲
酒
運

転
に
よ
る
死
亡
事
故
は
、
飲
酒

し
て
い
な
い
場
合
と
比
べ
て

８
・
４
倍
、
さ
ら
に
正
常
な
運

転
が
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
酒

酔
い
運
転
に
な
る
と
17
倍
に
も

達
し
て
い
ま
す
。　

　

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
「
飲
酒
運

転
を
絶
対
に
し
な
い
、さ
せ
な
い
」

こ
と
を
徹
底
し
、
飲
酒
運
転
を

根
絶
し
ま
し
ょ
う
。　

　

お
酒
を
飲
む
と
き
に
は
、ハ
ン

ド
ル
キ
ー
パ
ー（
お
酒
を
飲
ま
ず

仲
間
を
送
り
届
け
る
人
）を
確
保

し
て
、絶
対
に
飲
酒
運
転
は
し
な

い
よ
う
に
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お知らせInformation

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と   き　２月９日（金）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.jp/information.html

２月

チョウの越冬チョウの生態シリーズ（２）

休日診療のご案内

●東城地域

１月・２月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　※内科・中学生以上のみ診療
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶あけましておめでとうございます。昨年の広報紙
を読み返してみると、庄原市でいろいろなことが
あったんだなと思いました。毎月締め切りに追われ
てはいますが、なるべく分かりやすく皆さんにお知
らせできるよう頑張ろうと思います。本年も広報
しょうばらをよろしくお願いいたします。

１月・２月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○草木染め教室
と　き　１月 29 日㈪、２月 26 日㈪　内容未定
　　　　①９時～12時　②13時 30分～16時 30分
参加費　5,000 円
定　員　①②各 12 人
▶展示・イベント
○「手仕事　里山の干支展　戌

いぬ

」
と　き　１月 31 日㈬午前中まで
ところ　エントランスホール
○庄原実業高校アグリカンパニー
と　き　１月13日㈯　10時～
ところ　エントランスホール
【営業時間の変更】
３月末日までは 17 時に閉館します。
※朝どり市は通常通り 16 時終了

　献血を次のとおり実施します。400ml 献血限定で
すので、皆さんのご協力をお願いします。
実施日 会　場 受付時間

1月23日㈫ 庄原市役所 10時～11時15分
12時30分～15時

１月21日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151
28日（日）東城病院 ☎08477-2-2150

２月４日（日）日伝医院 ☎08477-2-2180
11日（日）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255
12日（月）三上クリニック ☎08477-2-1151
18日（日）東城病院 ☎08477-2-2150

☎ 0824-75-4411

人の動き （庄原市の人口） 

平成29年11月末現在

♬
ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

食育コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　　３６，３４６人　　（前年比－７０１人）　
男　　　１７，２５１人　　（前年比－３１１人）　
女　　　１９，０９５人　　（前年比－３９０人）　
世帯数　１５，７７１世帯　（前年比－７１世帯）
[ うち外国人 ]　人口　３７４人（前年比＋２１人）

と　き　１月 22 日㈪ 12 時 15 分～ 55 分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　邦楽グループ【潮

し お ん

音】
折
おりぐちはくさん

口白山（尺八）、松
まつもと

本美
み え こ

恵子（ピアノ）、竹
たけはら

原直
な お み

美
（琴・十七絃琴）、丹

た ん ご

後千
ち な み

浪（琴）、守
もりなが

長恵
え み こ

美子（琴）
演奏曲目　春の海、ジュピター、情熱大陸　ほか
▶潮音…公園コンサートをはじめ、けんみん文化祭
や市内の行事、施設訪問、市民会館ロビーコンサー
トなどで幅広い曲目の演奏活動を行う。

￥
市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●債権収納課　　　☎０８２４‐７３‐１１４５
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課業務係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

  春から秋にかけてきらめくように飛び交うチョウですが、
冬の間はどうしているのでしょうか？以前紹介したアシナガ
バチやスズメバチは、交尾を済ませた新女王蜂だけが越冬す
る形態でしたが、チョウの越冬形態はさまざまです。
　チョウは卵→幼虫→蛹

さなぎ

→成虫と姿を変えながら一生を過ご
します。越冬の形態は卵、幼虫、蛹、成虫とさまざまですが、
幼虫や蛹で越冬するのが多数派のようです。
　卵で越冬する代表的なものは、東城町に生息するベニモン
カラスシジミなどシジミチョウ科の仲間です。卵は幼虫の餌
になる植物の近くに産み付けられ、春、その芽吹きにあわせ
て孵

ふ か

化し、幼虫になります。（チョウの幼虫は種類ごとに決
まった植物しか食べません。）
　幼虫で越冬する代表的なものは、オオムラサキなどタテハ
チョウ科の仲間と、ミヤマセセリなどセセリチョウ科の仲間
です。越冬中は、落ち葉の下など、雨や雪をしのげて寒さに
耐えられる所に隠れています。北海道に生息するエゾシロチョ
ウなどは幼虫が凍っても死なないよう進化しているようです。
　蛹で越冬する代表的なものは、アゲハチョウ科の仲間です。
越冬中は落ち葉の下や軒下などに隠れています。アゲハチョ
ウは気温が氷点下 10℃より下がると凍り、死んでしまうこ
ともあるようです。
　成虫で越冬するチョウの種類はとても少なく、アカタテハ
などタテハチョウ科の仲間が知られています。越冬する成虫
は枯れ葉の隙間や常緑樹の葉陰などに隠れています。体から
熱が逃げないように、翅

は ね

を閉じ触角を縮めているそうです。
冬でも暖かい日にチョウが飛ぶのを見ることがありますが、
生き残りのチョウではなく越冬しているものと考えてよいで
しょう。春を迎えた成虫は、幼虫の餌となる植物の芽吹きに
合わせ卵を産み付けます。
　チョウにとって、寒い冬は命をつないでいく上でとてもつ
らい季節です。その厳しいときを乗り越えたのだと思えば、
春の光に舞うチョウは一段と華やかに感じます。

アカタテハオオムラサキアゲハチョウ

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。
植物の細密画作品展（自然をみつめよう会）
とき　１月８日（月・祝）～10日㈬　10時～16時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

比和自然科学博物館  ☎ 0824-85-3005

開館：９時～17時　（年末年始休館）

庄原市食育ポスターコンクールを開催しました
　市は、毎年市内の小学生を対象に食育に関するポスターコン
クールを開催し、応募作品をショッピングセンターなどに展示し
ています。
　本年度は、「朝ごはんの大切さ」や「食べ物への感謝」など、「食
育」「生活習慣病予防」をテーマにポスターを募集しました。
　ポスターを描くことを通して、家庭や地域、学校での食を身近
に感じ、自分の身の回りの“食”について、家族と一緒に考える
きっかけになればと思います。

受賞作品
11月11日、カラダ・ココロすこやかフェスタ会場で表彰式を行いました！

【市長賞】
板矢　拓真（庄原小１年）

【議長賞】
倉橋　ゆい（庄原小２年）

【教育長賞】
横山　和奏（川北小１年）

【農業委員会長賞】
坪倉　璃典（小奴可小４年）

【農業委員会女性委員特別賞】
田岡　千乃（東小４年）

【食育計画策定推進委員賞】
香川　美優（庄原小５年）

【食育計画策定推進委員賞】
芳賀ひかり（八幡小６年）

【食育計画策定推進委員賞】
宮木日菜子（永末小５年）

市公式フェイスブックページ
庄原いちばん ええね！更新中！
https://www.facebook.com/shobara.ichiban

▶あけましておめでとう
ございます。本年もよろし
くお願いいたします。つい
に本厄になってしまったの
で、早いうちに厄落としに
行きたいと思います。
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